
２０２５年度 一般社団法人愛知県社会福祉士会 事業報告 

 
【２０２５年度・会長総括】 
わが国では約８００万人いるとされる「団塊の世代」が２０２５年に７５歳

以上になり、国民の約５人に１人が後期高齢者、約３人に１人が６５歳以上の
高齢者という超高齢社会を迎えています。このことは、雇用、医療、福祉とい
った日本経済や社会の広い領域に深刻な影響を及ぼす状況となっています。    
一方、世界に目を向けると、コロナ禍に端を発した世界の混乱が収束し、原

材料やエネルギーの需要が高まる中、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻な
ど、各地で発生している紛争や政情不安が、さらなる原材料の高騰や物価高を
招き、先の読めない状況が続いています。これらの社会現象は、そのまま家計
の負担増、生活困難者の増加につながっていると言えるでしょう。 
こうした中、私たち社会福祉士に求められる専門性も、より幅広く、より高

度になっていくことは必至と考えられ、生成 AI の活用のような ICT
スキルの向上なども含め、社会の変化に柔軟に対応できる能力を身に
着けることはこれまで以上に重視されるようになると思われます。  
当会として２０２５年度は、研修を主催する各委員会の努力と工夫により、

コロナ禍で普及したオンラインの強みと対面の利点を生かしたハイブリッドの
研修をさらに推進するなどして、多くの方が研修に参加できるように取り組む
ことができました。 
当会は組織率が全国的に見ても低いことから、その影響は会の財政にも及ん

でいるため、入会促進及び退会抑制の取り組みは引き続き重要な課題となって
おります。 
入会促進としては、ここ数年、ホームページの充実に取り組んできており、

より見やすく親しみやすいレイアウトへの改修を行うとともに内容のアップデ
ートに努めました。また、日本社会福祉士会から助成を得て、広報委員会を中
心に公式 LINE の立ち上げと入会促進のためのオリジナルリーフレット、三つ
折りパンフレットの作成を行い、国家試験当日には有志の理事により会場付近
でリーフレットの配布を行いました。 
今後はホームページと公式 LINE の内容充実に努めてまいります。 
また、ご承知のとおり、入会促進のための取り組みとして、２０２２年度か

ら３年度間、入会時３０歳以下の新入会員について初年度の入会金、年会費を
無料にするというキャンペーンが展開されました。２０２５年度は最終年度に
当たりますが、昨今の社会情勢を踏まえ、全国的な取り組みとして、当分の間
継続することが決まっております。 
退会抑制としては、入会したことのメリットを身近に感じていただけるよう

に、初めての試みとして支部委員を募り、支部活動の充実と会員同士の交流が
活発化するような仕組みづくりに努めました。 
このほか、災害対策においては、東海４県と北陸３県の社会福祉士会との間

で災害時における連携及び相互支援に関する協定が締結され、当会においても 
これを機に災害対策を抜本的に見直すことが確認されました。 
  
最後に、社会情勢の目まぐるしい変化とさまざまな困難に遭遇する現状では

ありますが、会員の皆さまの知恵と創意と工夫で本会の活動を前進させ、より
多くの社会福祉士の皆さまの拠り所となれるよう努めてまいりますので、引き
続きお力添えをお願いいたします。 



 

中長期目標 

（５か年目標２０２５－２０２９） 

短期目標 

（２０２５年度目標） 

組織強化と運営基盤の安定 ① 日本社会福祉士会及び東海四県社会福祉士会

との連携・連絡会議の継続 

② 財政基盤及び事務局機能の強化 

③ 理事会・委員会・支部の編成充実による持続

可能な運営 

④ 新入会員の拡大と退会者の抑制、後継者育成 

会員の拠り所となる ① 県士会本部－支部の連携再構築と充実化 

② オンラインを活用した研修の充実 

③ ホームページ・メルマガ・SNS等の充実 

ソーシャルワークの意義と社会的信頼

に応える 

① 社会的支援事業の充実 

② 他機関・他団体との連携推進 

③ 県民・学生への啓発と情報発信 

２０２５年度各事業部別重点目標 

総務部 ① ICT 化の推進による業務効率化の推進と理

事・事務局体制の強化継続 

② 財政基盤の充実と安定化 

③ ホームページの充実並びに SNS等の活用 

生涯研修センター ① 生涯研修制度における研修体制の充実 

② 認定社会福祉士の資格取得支援 

③ 各種研修事業の充実 

④ 対面と遠隔（オンライン）との組み合わせに

よる研修の充実 

愛知ぱあとなあセンター ① 成年後見制度の利用促進計画に則った社会福

祉士としての活躍支援と連携づくり 

② 成年後見人等の質の向上及び受任者の拡大 

③ 相談・苦情対応の体制の見直しと整備 

④ リーガルソーシャルワークに興味・関心を持

ち共に学び実践できる会員の掘り起こし、お

よび事業対象領域の拡充に向けた方策の検討 

⑤ 愛知県主催の高齢者虐待対応研修の継続受託 

⑥ 虐待対応専門職派遣チームにおける高齢者・

障害者虐待事案への派遣拡大  

生活支援相談ほっとセンター ① 人材の育成 

② 他機関・他団体からの支援要請に応えられる

体制の強化 

福祉・介護サービス情報調査センター 

 

① 社会的養護分野の評価調査者の増員 

② 調査者の質の向上 



 

 
事業  

 

 

１．総務部 

（１）本会の運営に関わる会議等 

１）総会・理事会等  

小括：定時社員総会、理事会、事業部長会等主要な会議は、対面による方式を中心として開催した。 
 

事業名  実施日 参加者・対象者 備 考 

2025年度定時社員総会 

 
6/22 

愛知県社会福祉士会会員 

（正会員1,408名） 

出席者717名 

（出席者69名、書面表決 

提出者283名、委任状提出

者365名） 

桜華会館 南館３階 桜花の間

にて実施 

三役会議 

5/16  7/11  

9/12  9/24 10/23 

11/14 1/9 2/2 

3/6 

 

会長・副会長・事務局長 

相談役 
オンライン(Zoom)にて 

事業部長会 

 
理事会開催日に同じ 

会長・副会長・事務局長 

・相談役・事業部長 
本会事務局にて対面開催 

理事会 

 

4/13 8/17 

10/26  12/7 2/11  
理事・監事・顧問・相談役 本会事務局等にて対面開催 

2026年度に向けた予算ヒアリング 
12/1～12/28の間で 

適宜 

会長・副会長 

事業担当理事・委員長 
オンライン(Zoom)にて 

東海４県社会福祉士会会長・事務局長

連絡会 
12/6 

愛知・岐阜・三重・静岡の

会長・副会長・事務局長 

岐阜が幹事県で、岐阜駅前十六

プラザにて開催 

綱紀委員会 3/25 綱紀委員会委員 定例会をメール配信により実施 

 

２）日本社会福祉士会の会議  
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

(公社)日本社会福祉士会 

第37回通常総会 
6/6 宮崎前会長 鉄鋼会館 

(公社)日本社会福祉士会 

２０２５年度都道府県会長会議 
9/6－7 前田会長 ビジョンセンター東京日本橋 

都道府県社会福祉士会災害担当者会議 3/8 前田会長、子安副会長 Zoom 

(公社)日本社会福祉士会 

2025年度臨時総会 
3/20 書面表決 ビジョンセンター東京八重洲 

 

（２）組織強化及び支部事業   

小括：入会促進と退会抑制を推進するため、今期も引き続き支部活動の再編を絡め、組織強化対応チームと支部

が中核となり、会員相互の交流の場及び相互学習の場として支部会を開催した。今期は新たな体制の下で、4支

部で支部会を開催することができたものの、いずれの日程も、参加者は少なかったため、さらなる盛り上げが必

要である。 
 



 

事業名 実施日 参加者・対象者 備考 

三河支部会 4/20 本会会員（参加者10名） 豊橋市民センターカリオンビル 

名古屋支部会 11/23 本会会員（参加者9名） Zoom 

知多支部会 1/17 本会会員（参加者8名） 東海市創造の杜交流館 

尾張支部会 2/14 本会会員（参加者8名） 名古屋市総合福祉会館 

 

（３）関係機関への協力 

小括：関係機関からの要請に対して、講師等の派遣、委員の推薦等を行い協力関係の推進に努めた。 

※詳細は、巻末に集約。 

 

（４）広報委員会  

小括：年４回の会報発行により、会員や福祉関係者等への情報提供を行った。日本社会福祉士会からの助成を得

て、本会公式LINEを立ち上げたことと併せ、入会促進と本会の紹介のためのパンフレットの作成を行った。併

せて、国試当日には、有志の理事１０名により会場にて入会案内チラシの配布を行った。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

会報「社会福祉士会ニュース」の発行 年4回 
会員及び社会福祉関係機関・

大学・専門学校等への配布 

春号、夏号、秋号、冬号 

計4回 

ホームページ運営管理 随時更新 ホームページ閲覧者 掲載記事の確認、更新 

メールマガジンの配信 随時更新 メールマガジン配信希望会員  

公式LINEの立ち上げ 2月 一般 日本社会福祉士会助成事業 

パンフレットの作成 2月 入会希望者等 日本社会福祉士会助成事業 

 

（５）ソーシャルワーカーデー企画実行委員会  

小括：「ソーシャルワーカーを地域住民に広く認知していただくことや関係団体との連携強化を目的」に毎年、海

の日(7月第3月曜日)に設定されているソーシャルワーカーデーを記念して愛知県でも継続開催している。今期

も愛知県社会福祉士会、愛知県医療ソーシャルワーカー協会、愛知県精神保健福祉士協会、日本ソーシャルワー

ク教育学校連盟東海・北陸ブロックの4団体が実行委員会を組み、ソーシャルワーカーデー2025 inあいちを

下記期日に開催した。今期は、愛知県医療ソーシャルワーカー協会が事務局を担当した。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備考 

ソーシャルワーカーデー2025 inあいち 

「ソーシャルワーカーに聞いてみよう」 
10/19 

愛知県3士会会員・ 

一般・学生等 

来場者数93人 

金山南ビル 屋外イベント

スペースにて開催 

 

（６）災害対策  

小括：２０２５年10月12日付で、富山・石川・福井の北陸三県と愛知・岐阜・三重・静岡の東海4県の社会

福祉士会で災害時における連携及び相互支援に関する協定が締結されたことを受け、愛知においては、改めて特

命委員会として再編成することが決定され、２０２６年度より、具体的な活動に入ることが決定された。 

 

（７）特命事業 

組織強化対応チーム 

小括：上記（２）組織強化及び支部事業の内容参照。 

 

 



 

（８）会員数  

・2025年３月末会員数    1,411 名 

・2026年３月末会員数       1,418 名 

・2025年度の入会者数     91 名 

退会者数     87 名 

転入者数     8 名 

転出者数      5 名 

 

 

 

２．生涯研修センター 

（１）会員支援事業 

１）生涯研修委員会  

小括：生涯研修ならびに認定社会福祉士の申請のための研修として以下の研修事業を計画し実施した。基礎研修

は、原則対面研修であるが、新型コロナ禍に特例として開始された、Ｅラーニング一部導入カリキュラムで、Ｅ

ラーニング以外の部分（集合研修・演習等）を「リアルタイム双方向オンライン方式（ZOOM）」で実施した。

なお、2024年度からは、コロナ禍の特例ではなく、恒常的に対面の認証研修と同じ扱いで実施できるようにな

っている。日程は、原則、東海4県内の連携・調整を行った上で実施しており、認定社会福祉士認証・認定機構

および日本社会福祉士会により、2020年度に限り履修期間の延長措置がなされている。また、基礎研修ⅡとⅢ

については、2025年度から、今まで別の月に行っていた研修を1つの月にまとめ、実施回数（月数）をそれ

ぞれ１回ずつ削減した。これにより、課題の案内から提出までの期間の確保を図り、受講者の負担の軽減につな

がった。さらに、講師やファシリテーターの基礎研修Ⅱ・Ⅲ間の重複を避けることにもつながった、なお、コロ

ナ禍を経て昨年度4年ぶりに対面開催した基礎研修Ⅲ受講者交流会を2025年度も実施した。受講者同士、委

員・担当理事・講師との交流を通じて、受講を労い、研修のフィードバックを共有する等、次のステップへの意

欲を高めた。情報管理の手法として、事務局と委員の間でクラウドシステムの活用を継続し、さらにオンライン

研修を行うために受講者向けの課題提出共有フォルダを運用した。研修の案内はメールを主軸とし、開催前の告

知は、ホームページや会報、メールマガジンの他にＳＮＳを活用した。 

 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

生涯研修委員会 8/11 1/４ 
生涯研修委員・生涯研修担当

理事 

オンライン(Zoom)にて 

（左記以外は、随時、幹部会議） 

基礎研修Ⅰ（集合研修１・2） 10/26 2/15 
社会福祉士（新入会員向け：

52名修了） 
対面認証研修と同じ扱い（コロナ

禍の特例を引き継ぐ）で、Eラー

ニング一部導入カリキュラムで実

施。演習等集合研修部分をリアル

タイム双方向オンライン(Zoom) 

で実施。 

基礎研修Ⅱ（集合研修） 5月から2月（計8回） 
社会福祉士（基礎研修Ⅰ修了

者対象：39名修了） 

基礎研修Ⅲ（集合研修） 5月から2月（計9回） 
社会福祉士（基礎研修Ⅱ修了

者対象：40名修了） 

基礎研修Ⅲ受講者交流会 2/28 

基礎研修Ⅲ受講者（22名） 

生涯研修委員・生涯研修担当

理事・講師・ファシリテータ

ー 

会場：日本福祉大学中央福祉専門

学校 

2025年度基礎研修講師養成研修 1/31～2/1 粕谷秀文、山田希 オンライン(Zoom)にて 

東海４県生涯研修担当者会議 2/26 
事務局・生涯研修委員長・生

涯研修担当理事（新旧） 
オンライン(Zoom)にて 

全国生涯研修委員会議 5/11 9/27 
生涯研修担当理事（新旧：加

藤奈津子、安藤一成） 

5月：オンライン(Zoom)にて 

9月：全理連ビル 

 

 

２）スーパービジョン委員会  

小括：認定社会福祉士制度では必須となるスーパービジョンの実施体制を整備し10年目。基礎研修ⅡおよびⅢ

の人材育成系科目を担当している。基礎研修修了者を中心に、5月にオリエンテーションを実施。希望者とバイ

ザーとのマッチング支援を実施した。2025年度はスーパービジョン研修を実施することができた。2026年

度も引き続き、研修を定例で実施していくことで、スーパービジョンを受ける社会福祉士のサポートを行う。 



 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

スーパービジョン委員会 8/12、10/2、1/26 委員  

スーパービジョン 

受講オリエンテーション 
5/18 基礎研修修了者 案内文・メール 

スーパーバイザー会議  実施なし スーパーバイザー メールでの意見集約 

スーパービジョン実施 5月〜2026年3月 基礎研修Ⅲ修了者12名  

スーパービジョンを学ぶ研修 1/31 社会福祉士 13名  

 

 

（２）人材育成事業 

１）高齢者支援委員会  

小括①：地域包括ケアシステムの構築に向け、高齢者支援に関わる専門職として必要なアセスメント力や多職種

での協働をすすめる地域ケア会議のファシリテート等が社会福祉士及び主任ケアマネジャー等の相談員に求めら

れている。前回も好評だった社会保障制度の研修は、事例を用いて具体的な社会保障制度の活用を考える事例検

討形式で行い、実践的な研修にした。説明しきれないことも考慮し、事前に配布資料を制度ごとに委員で分担し

て作成したことも効果的だった。CADLを活用した本人らしさを学ぶ研修は、事例を準備しつつも参加者が実際

に考えられるようなワークシートを活用し、利用者本位の個別性のある支援を考えることにつながった。地域支

え合いマップの作成と活用研修も具体的な事例を示しつつ、グループワークを用いて参加者も考えることができ

るように実際にマップを作成しながらの研修となり、満足度の高い研修となった。他団体との研修が2月は重な

り、参加者は少なかったため、開催の時期の検討が必要であることがわかった。介護支援専門員、地域包括支援

センターの社会福祉士の参加が多くニーズが高いことがわかった。集合よりオンライン開催の声も多いため、受

講者が選択できるようにハイブリッド研修を開催した。主任介護支援専門員更新研修の受講要件に該当する修了

証をレポート提出と引き換えに希望者に発行した。集合研修が少なく、研修の広報がしにくいため、郵送により、

地域包括支援センターに周知を試みた。この研修をきっかけに本会に入会していただいた参加者や社会福祉士の

通信課程に入学した受講生もあり、今後も社会福祉士会の存在を非会員に向けた広報も続けていく。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

対人援助職研修会 

1. 「重層的視点で考える」支援困難事例の

社会保障活用法 

2. 「CADL（文化的日常生活行為）を活用

した本人『らしさ』を学ぶ 

3. 「地域支え合いマップ」を活用したケア

プランづくり 

1. 12/７ 

 

2. 12/21 

 

3. ２/14 

社会福祉士、介護支援専門員、

地域包括支援センター職員等 

１．参加者 23名 

２．参加者 12名 

３．参加者 ６名 

名古屋市日本特殊陶業市民 

会館会議室＋オンライン 

(Zoom)のハイブリッド研修 

 

小括②：試験に合格した介護支援専門員の実務研修受講者だけでなく、社会福祉士会会員及び介護支援専門員の

現任者にも広報し、社会福祉士会様式を活用したアセスメント研修を実施した。オンライン研修も同時開催し、

資料も事前配布しているため高評価を得ることができた。ブレイクアウトセッションをすることで、交流も図れ、

会場との発言のやりとりを可能とするなど活発なディスカッションも実施することができた。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

高齢者支援委員会 
4/22、8/31、 

10/13、1/７、２/7 
高齢者支援委員会委員 オンライン(Zoom)にて 

社会福祉士会方式によるアセスメント

手法とサービス計画作成研修 

① 3/29  

② 5/6  

介護支援専門員実務研修受

講者等 

参加者 ①79名  

②申込者50名 

名古屋市日本特殊陶業市民 

会館会議室＋オンライン(Zo

om)のハイブリッド研修 

 

 



 

２）後継者育成研修委員会  

小括：実習指導者講習会については、今年度も社会福祉士養成課程の新カリキュラムに対応した形で、オンライ

ンにて開催した。講習会修了者向けのフォローアップ研修については、ブラッシュアップ研修として、実習指導

者講習会で行ったプログラミング論の確認を中心に、各現場に沿った実習指導ができるようオンラインにて開催

した。次年度についても、対面とオンラインを併用するなど配慮しつつ、状況を見ながら柔軟に対応していく。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

後継者育成研修委員会 
5/14 7/7 9/26   

11/4 1/26 
後継者育成研修委員 オンライン(Zoom)にて 

2025年度社会福祉士実習指導者講習会 11/23～24 
社会福祉士 

参加者80名 
オンライン(Zoom)にて 

2025年度ソーシャルワーク実習指導者

養成研修ブラッシュアップ（フォローアッ

プ）研修 

1/31 
実習指導者講習会修了者 

参加者４名 
オンライン(Zoom)にて 

 

３）子ども家庭福祉委員会  

小括：認定社会福祉士の認証研修であるスクールソーシャルワーカー養成研修講座（研修認証番号:20130031）

を4日間はオンラインで実施し、最終日のみ対面で実施した。最終日の対面での実施は参加者が交流する機会と

もなり、好評であった。子ども家庭福祉研究会として、「ソーシャルワーカーとしてのキャリアを考える〜実践

者の歩みから学ぶ〜」をテーマに行い、活発な意見交換ができた。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

子ども家庭福祉委員会 
5/22   8/21    

10/27  2/21 

子ども家庭福祉委員会委員 

 

オンライン(Zoom) 

桜華会館（最終回） 

２０２５年度スクールソーシャル 

ワーカー養成研修 

6/7   7/5   8/2  

9/13  10/4 

県内外の社会福祉士、その他 

参加者：全5日23名 

（修了者19名） 

 

オンライン(Zoom) 

日本福祉大学 

中央福祉専門学校（最終日） 

２０２５年度子ども家庭福祉研究会 

「ソーシャルワーカーとしてのキャリア

を考える〜実践者の歩みから学ぶ〜」 

1/31 

子ども家庭福祉委員会委員、県内

外社会福祉士、その他 

参加者：15名 

日本福祉大学 

中央福祉専門学校 

 

４）障がい者生活支援委員会  

小括：2022年度より委員会として活動をスタートした。令和７年度も他の委員会や関係機関とのつながりをテ

ーマとし、委員会、研修会、オンラインサロンを下記の通り実施した。４年目のオンラインサロンでは、子ども

家庭福祉委員会、多文化ソーシャルワーク委員会、高齢者・障害者虐待対応委員会の理事にゲストスピーカーを

依頼し、勤務先の紹介・委員会の取組・障がいとのつながりを説明していただき、参加者と意見交換・情報交換

をした。研修会は、「その人らしく生きることー民法改正を見据えて」をテーマに、尾張東部権利擁護支援セン

ターの住田敦子様、認定NPO法人権利擁護支援プラットホームの野方真理子様を講師にお招きし、講義及び質

疑応答を行った。 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

障がい者生活支援委員会 

4/5  5/17  

6/28  8/30 

10/4 1/17 

障がい者生活支援委員 オンライン(Zoom)にて 

２０２５年度障がい者生活支援研修会 10/11 

社会福祉士、福祉関係者、その他関

心のある方 

参加者：１３名 

日本福祉大学中央福祉専門

学校 

（後援）愛知県知的障害者福

祉協会 



 

オンラインサロン 

１．7/26  

２．11/22 

３．3/7 

計３回 

会員限定 

1．参加者 ７名 

2．参加者 ３名 

3．参加者 ６名 

（ゲストスピーカー、委員除く） 

オンライン(Zoom)にて 

 

5）多文化ソーシャルワーク委員会 

小括：研修会は愛知国際交流協会との共催で、「日本で働く外国人の生活支援や権利」等について開催、交流会

では、介護施設で働くベトナム出身の外国人から話を聞くことができた。また施設見学ではイスラム教の礼拝堂

を見学し、日本での活動について学ぶことができた。多文化ソーシャルワークの領域は他の委員会の領域とも重

なり合うため、より効果的な事業の実現を目指し、障がい者生活支援委員会、リーガルソーシャルワーク委員会

と意見交換も実施した。 
 

事業名  

実施日 

参加者・対象者 備 考 

多文化ソーシャルワーク委員会 

4/18 5/11 6/28  

7/20 9/4 10/30  

11/26 １/8 2/26 

多文化ソーシャルワーク委員 
オンライン(Zoom)に

て(7/20のみ対面）  

多文化ソーシャルワーク研修会 9/27 
社会福祉士、福祉関係者、学生等 

参加者24名 

愛知県国際交流協会と

の共催 

多文化ソーシャルワーク交流会 1/17 社会福祉士等  参加者9名 岡谷鋼機名古屋公会堂 

多文化ソーシャルワーク施設見学 2/７ 社会福祉士等  参加者1２名 The Japan Mosque 

リーガルソーシャルワーク委員会 

障がい者生活支援委員会との交流会 
2/22 ３委員会委員 参加者１1名 金山駅近郊 

 

 

３．愛知ぱあとなあセンター  

小活：業務監査委員会により、各委員会の業務について監査を実施いただいた。担当理事および委員長から報告

や業務監査委員からの質疑応答により、2025年度の業務が適切に運営されたことが確認された。 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

業務監査委員会  1/25 
業務監査委員、ぱあとなあ

センター理事、委員長 
名古屋市総合福祉会館 研修室 

 

（１）成年後見研修委員会  

小括：成年後見人材育成研修の受講生は増加傾向である。それに伴い名簿登録研修受講者・修了者も増加し名簿

登録や受任に積極的な会員が増えつつある。受任後の活動に不安を感じる会員も多く、研修を通じて情報収集や

研鑽だけでなく、会員同士の横のつながりや顔の見える関係づくりの重要性を感じている。次年度以降は人材育

成研修のカリキュラムが大幅に変わるため、しっかり対応したい。成年後見人材育成研修だけでは学びきれない

権利擁護や実践の理解について、弁護士会など他団体と連携して会員に有益な研修を企画し実施したい。 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

成年後見研修委員会 
8/3、 他、各研修に伴い

随時開催 
成年後見研修委員  

成年後見人材育成研修 
7/26  9/6  9/27  

10/25 

社会福祉士会会員 

修了者 29名 
名古屋市総合福祉会館 

市町村、福祉関係者のための成年後見講座 

パート22 
10/28 

市町村職員・地域包括支援

センター職員・弁護士等 

参加者 142名 

ウィルあいち 

共催：愛知県弁護士会 

 



 

ぱあとなあ名簿登録研修 12/20 
成年後見人材育成研修 

修了者参加者 22名 
名古屋市総合福祉会館 

成年後見継続研修会 2/21 
ぱあとなあ名簿登録者 

参加者 52名 

名古屋市総合福祉会館 

ハイブリッド開催 

愛知県弁護士会アイズとの定例会 

 

4/21 5/12 6/9  

7/14 8/20 9/22  

10/14 12/15 1/13

2/4 3/16 

会員(成年後見・虐待対応

担当委員、理事・弁護士 
オンライン(Zoom)にて 

弁護士会・社会福祉士会合同勉強会  6/25 2/10 
ぱあとなあ登録者・弁護士 

参加者合計 60名 
オンライン(Zoom) と会場開催 

 

 

（２）成年後見活動委員会  

小括：愛知ぱあとなあセンターでは年間１７５事案に対して１６７件の後見人等の候補者を推薦し、8事案候補

者が決まらず返却し、7件が取り下げとなった。また、社会福祉士の行う専門職後見人として、権利擁護の視点

で活動を行い、名古屋・尾張と三河地域では、毎月受任調整会議を開催してきた。しかし、徐々に後見センター

からの依頼が増加しており、すべての案件の振り分けに苦慮することが多い現状が続いている。そのため、新た

な受任者を増やすことや安定した後見活動を支援する体制の整備が急務になっている。さらに、相談や苦情事例

も増えてきており、理事・委員長・フォロー担当者で随時対応をしている。 

今後もフォローアップ体制を継続しながら、受任者の資質向上ならびに顔の見える関係づくりを行いたいと考

えている。 

また、ぱあとなあ活動報告システムが導入されて3年目となり、システムの変更に伴うトラブルはあるものの、

事務作業の効率化、報告書作成の負担軽減につながっている。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

成年後見活動委員会 8/３ 11/15 3/9 成年後見活動委員 オンライン(Zoom)にて 

成年後見人等推薦件数  ぱあとなあ登録者 １７５件 

受任調整・サポート会議 

尾張・名古屋・知多 

4/17 5/15 6/19 

7/17 8/21 9/18 

10/16 11/20  

12/18 1/15  

2/19  3/19 

成年後見等受任者 

ぱあとなあ登録者 

名古屋市総合社会福祉会館 

※オンライン(Zoom)・対面・メ

ールで調整 

受任調整・サポート会議 

三河 

4/20 5/18 6/15 

7/20 8/17 9/21 

10/19 11/24  

12/21 1/24 2/15 

3/28 

成年後見等受任者 

ぱあとなあ登録者 

岡崎東部地域交流センター 

むらさきかん 

※オンライン（Zoom）・対面

・メール調整 

成年後見事例検討会 9/13 1/24  オンライン(Zoom)にて 

東海４県会議 ぱあとなあ会議 12/6 理事、事業部長、委員長 
岐阜市じゅうろくプラザにて開

催 

成年後見活動フォローアップ 

（活動報告書チェック・電話連絡） 

2025.6～8 

2026.2～3 
成年後見活動委員 メール・電話連絡 

高齢者問題専門職ネットワーク勉強会

・幹事会 
11/8 3/7  ぱあとなあ登録者 オンライン(Zoom)にて 

都道府県ぱあとなあ連絡協議会 11/23 ぱあとなあ理事、委員長 オンライン(Zoom)にて 

 

  

 



 

（３）成年後見利用促進委員会  

小括：2026 年 2 月 、法制審議会総会は「民法等(成年後見等関係)の改正に関する要綱」を全会一致で採択

し、法務大臣に答申した。本改正において、後見・保佐を廃止し「補助」へ一元化すること、必要性の原則に基

づき「終わることのできる制度」とすること、民法第858条(身上配慮義務)の内容が具体化された。このような

流れの中で、ますます、社会福祉士として、専門職後見人としての責務のみならず、中核機関のスタッフとして、

また権利擁護支援の地域連携ネットワークで、など、様々なポジションで責務を果たしていくことになる。 

２０２５年度は、当委員会において 、定期で開催する委員会及び情報交流会のほか、成年後見活用講座を開

催した。また、2026年の民法等の改正を見据えて、１月には拡大情報交流会を開催し、会員・福祉関係者に

参加を募り、本改正のポイントを整理した。 

また、三士会では、愛知県内において、どの地域でも権利擁護支援が受けられるよう、家庭裁判所、県、県

社協と協議を行った。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

成年後見制度利用促進委員会 
6/4 7/31 8/3 1

1/19  
成年後見制度利用促進委員 

オンライン(Zoom)にて 

※7月は臨時開催 

情報交流会 
4/14 6/4 8/3 

11/19 1/25  

成年後見制度利用促進委員 

市区町村・中核機関等の会議 

の委員等 

オンライン(Zoom)にて（1月以外

）１月は拡大交流会として、集合

形式で名古屋市総合福祉会館にて

開催した。 

企画内容により参加者対象を 

随時検討した。 

成年後見利用促進に関する三士会 

打合せ 

5/26  8/19 11/6 

2/5 

成年後見委員・愛知県弁護士会

・愛知県司法書士会 

Zoom  愛知県弁護士会館 

自治体アンケート（作成協議並び

に自治体発送・集計） 

家事関係機関と家庭裁判所事務打合せ 10/8 関係委員 名古屋家庭裁判所 

家庭裁判所との懇談会 6/24 11/27 関係委員 名古屋家庭裁判所 

都道府県ぱあとなあ連絡協議会 11/23 成年後見委員会委員等 
国、日本社会福祉士会の動向を

確認し、県に伝達 

ぱあとなあセンター業務監査 1/25 
業務監査委員・ぱあとなあセン

ター理事、委員長 

名古屋市総合福祉会館にて 

 

東海４県会議 ぱあとなあ会議 12/6 理事、事業部長、委員長 
岐阜市じゅうろくプラザにて開

催 

成年後見活用講座 11/29 
会員・福祉関係者 

参加者98名  

鯱城ホール 

共催：名古屋市成年後見あんし

んセンター 

 

 

（４）リーガルソーシャルワーク委員会  

小括：前年度から継続して作成に取り組んだ更生支援計画作成の終結を受け、委員会では更生支援計画作成や研

修開催等について議論を行った。更生支援計画作成では支援内容の検討に加え、今後の愛知県社会福祉士会で

の更生支援計画における方向性や、来年度以降の取組み方について議論を重ねた。リーガルソーシャルワーク

研修会では、愛知県地域生活定着支援センターから講師を迎え、入口支援・出口支援を通じた罪に問われた人

への支援を学んだ。被害者支援について、愛知県主催の研修参加者よりコーディネーターとして1名登録。関

係機関からの要請に基づく会議等については、適宜参画した。 
  

事業名 実施時期 参加者・対象者 備 考 

リーガルソーシャルワーク委員会 
8/12 11/4 11/25 

2/3 3/17 
リーガルソーシャルワーク委員 オンライン(Zoom)にて 

委員会内研修 未開催 リーガルソーシャルワーク委員  



 

リーガルソーシャルワーク研修会

2025年度 愛知県社会福祉士会定時

総会後研修「社会福祉士として取り組む

罪に問われた人たちへの支援～愛知県

における出口支援・入口支援から学ぶ

～」 

6/22 会員 参加者75名 桜華会館 

更生保護関係機関見学 2/19 会員・非会員 参加者21名 岡崎医療刑務所 

愛知県被害者支援連絡協議会 

被害者支援活動推進検討会 

「社会福祉士向け犯罪被害者等支援

を学ぶ会」（愛知県主催） 

4/18(総会) 

7/30 11/28 2/20 

6/15 

事務局長 

事務局長 委員長 

委員有志 会員 

愛知県公館 

愛知県図書館 

伏見ライフプラザ 

愛知県再犯防止連絡協議会 7/4 10/28 1/19 事務局長 アイリス愛知 

社会を明るくする運動推進委員会 5/22  事務局長 愛知県芸術文化センター 

寄り添い弁護士制度による社会復帰

支援事業検討委員会 
7/4 1/19 事務局長 アイリス愛知 

日本社会福祉士会 司法福祉担当者

会議 
12/14 委員長、委員 Zoom 

豊田市再犯防止推進委員会 8/20 1/29 委員 
豊田市福祉センター 

豊田市役所 

 

 

（５）高齢者・障害者虐待対応委員会  

小括：愛知県がプロポーザルにより実施する「高齢者虐待防止対応人材養成研修」を前年度に引き続き令和7

年度も受託し、集合方式で実施した。特に行政及び地域包括支援センター職員で虐待対応に新たにかかわる職

員に向けた、重要な研修の位置づけとなっている。 

併せて、本会の独自事業として、養護者虐待対応に向けた現任者（中級職員向け）研修を企画し実施した。 

また、複数の市町の要望より、養護者または施設従事者等による虐待防止研修を受託し委員の派遣を行った。 

研修とは別に、虐待対応に悩まれる市町村に対して、虐待対応専門職チームの市町村派遣を、弁護士会と協力

し、実施した。 
 

事業名 実施時期 参加者・対象者 備 考 

高齢者・障害者虐待対応委員会 

6/15、7/13、8/19、

9/18、10/16、11/10、

12/23 

委員 オンライン(Zoom)形式 

行政・地域包括職員向け虐待対応現任者

（中級職員向け）研修 
1/20 15名   名古屋市民会館 

愛知県受託による高齢者虐待防止対応

人材養成研修のうち、「養護者による虐

待対応研修」 

三河地区を中心とした

Ａ日程 11/7   

尾張地区を中心とした

Ｂ日程 10/20 

高齢者虐待対応に関わっ

ている市町村職員及び地

域包括職員等 

A日程70名  

B日程125名 

 

 

 

安城市文化センター 

大府市役所 

愛知県受託による高齢者虐待防止対応

人材養成研修のうち、「養介護施設従事

者等による虐待対応研修」 

12/12     

高齢者虐待対応に関わっ

ている市町村職員、直営

包括職員等58名  

 

大府市役所 

虐待対応専門職チーム派遣事業 11/6、2/24  委員 岩倉市、田原市 

市町村からの虐待防止研修への 

講師派遣 
12/18、1/16、2/17 委員 碧南市、北名古屋市、一宮市 

 

 

 

 



 

 

４．生活支援相談ほっとセンター  

（１）相談支援委員会 

小括：引続き電話相談および来所相談を事務局内で週1日（毎週水曜日）実施した。外部機関からの依頼に基づ

いて進学・就職フェア等における相談担当者を派遣した。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

相談援助活動 

 

通年 

（毎週水曜日） 

生活に困っているなど、相談支

援が必要な方 

延べ件数 20件 

（うち3件は来所相談） 

権利擁護セミナー 

2025年度愛知県ホームレス問題講演会・ 

愛知県社会福祉士会権利擁護セミナー 

11/29 
県民・福祉関係者・会員 

 

共催：愛知県 

日本福祉大学中央福祉専門学

校 

日本ドリコムセミナー2025「医療・教

育・福祉・健康系オール学校ガイダンス」 
4/27 

福祉系大学、専門学校への進学

希望者および保護者 

愛知県産業労働センター 

（ウィンクあいち） 

 

 

（２）自殺対策委員会（県委託事業） 

小括：生活困窮者等の支援に携わる方を対象とした研修を行った。２０２４年度に再改訂した「生活困窮者支援

に携わる方への自殺対策ハンドブック」を活用し、県が主催する福祉事務所職員（現業員および査察指導員）研

修で、改訂版を資料として活用した研修を実施するため、研修講師を派遣した。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

202５年度生活困窮者等対策対応者 

研修事業 

「生活困窮者等の支援担当者のための 

自殺対策研修」 

2/24 

自治体や支援団体等の職員・ 

医療機関職員・社会福祉士・ 

精神保健福祉士等福祉関係者 

参加者21名 

名古屋都市センター 

愛知県生活保護関係職員研修講師派遣 5/15 高橋 愛知県白壁庁舎 

生活保護査察指導員研修講師派遣 11/6 高橋 愛知県白壁庁舎 

生活困窮者自立支援制度従事者養成研修 

（新任者研修）講師派遣 
9/10 高橋 ウインクあいち 

 

（３）生活困窮者自立支援制度従事者研修委員会（県委託事業） 

小括：生活困窮者自立支援事業の従事者を対象として従事者に必要な、相談支援の知識と技術の維持・向上を目

的とした研修事業を愛知県より受託し、研修を実施した。 
 

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

生活困窮者自立支援制度従事者養成研修 

（新任者研修） 

6/30 

 

県、市又は委託事業者の新任事

業担当者等 

参加者57名  

愛知県産業労働センター 

（ウィンクあいち） 

生活困窮者相談支援員等合同実践研修会 2/13 

県、市又は委託事業者の生活困

窮者自立支援制度従事者 

参加者30名  

日本福祉大学中央福祉専門

学校 

生活困窮者自立支援制度従事者養成研修 

（主任相談支援員研修） 
9/11・12 

県、市又は委託事業者の生活困

窮者自立支援制度従事者 

参加者19名 

愛知県産業労働センター 

（ウィンクあいち） 

生活困窮者自立支援制度従事者養成研修 

（相談支援員・就労支援員研修） 
12/23・24 

県、市又は委託事業者の生活困

窮者自立支援制度従事者 

参加者43名  

日本福祉大学中央福祉専門

学校 

 

 

 

 



 

５．福祉・介護サービス情報調査センター 

福祉サービス第三者評価事業  

小括：評価調査の契約が８件あった。その他に、問合せや見積り依頼があったが契約には至らなかった。評価調

査者の確保と育成、評価結果の質の向上と評価結果の公表に至る業務の円滑化が課題である。また、新たに社会

的養護調査者養成研修に３名が受講し修了をした。評価機関内研修は、Zoomにて２回行った。 
 

事業名 実施日 対象等 備 考 

第三者評価の実施 契約８件 

8/19 9/19     

11/25(2件) 12/3(2件) 

12/10 12/16 

８件 
保育園２件 

障害福祉施設６件 

令和７年度愛知県福祉サービス第三者評

価機関連絡会議 
6/26 3/16 杉谷 黒田 オンライン(Zoom) 

愛知県社会福祉士会福祉・介護サービス情

報調査センター第三者評価機関内研修 
8/5 2/26 

愛知県福祉サービス第三者評

価調査者養成研修修了者等 
オンライン(Zoom) 

令和7年度年度愛知県福祉サービス第三

者評価継続・更新研修 
3/7 黒田 中村 愛知県社会福祉協議会 

令和７年度社会的養護関係施設評価調査

者養成研修会 
7/13～16 黒田 中村 全国社会福祉協議会 

令和７年度評価調査者指導者研修会 8/18～/20 欠席 全国社会福祉協議会 

令和７年度評価事業普及協議会 6/3  中村 
全国社会福祉協議会 

オンライン(Zoom) 

令和７年度福祉サービス第三者評価調査

者養成研修会 

11/8 11/18～/27 

11/30   
中野 服部 田中 

愛知県社会福祉協議会 

(動画・演習・実習) 

令和７年度福祉サービス第三者評価調査

者養成研修会 
10/10～10/31 黒田 

愛知県社会福祉協議会 

(動画) 

令和７年度評価等検討会議 訪問調査後〈8回〉 調査員 メンバー 
オンライン(Zoom)による 

開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６．関係機関への協力 

※新規・継続順不同／各団体の法人格の記載省略／派遣・推薦・参加等を行った会員名の表記は名字のみ 

（１）公的機関等への講師派遣・委員の推薦 

① 講師の派遣  

事業名 実施日 参加者・対象者 備 考 

令和７年度生活保護関係職員研修 5/15 高橋(知)  

令和7年度生活保護査察指導員研修 11/6 高橋(知)  

春日井市第7期市民後見人候補者育成研修 8/19、12/9 纐纈   

春日井市第7期市民後見人候補者育成研修（実務講

習） 
11/11 近藤(芳)、工藤   

尾張東部権利擁護支援センター 

第6期市民後見人養成研修(実務研修) 
4/25 近藤(芳)   

三重県令和7年度 地域権利擁護支援研修事業 

「介護施設等における権利擁護推進員養成研修」 

8/26、9/24 

11/25 
塚本   

碧南市高齢者虐待に関する研修会（施設従事者） 12/18 弘田 虐待防止委員会にて対応 

北名古屋市高齢者虐待に関する研修会（養護者） 1/16 奥田 虐待防止委員会にて対応 

一宮市高齢者虐待に関する研修会（養護者） 2/17 奥田 虐待防止委員会にて対応 

豊田市成年後見支援センター 

とよた市民後見人養成講座 

8/30 水谷 

  
11/29 高橋(邦) 

12/6 高橋(邦) 

12/20 高橋(邦) 

愛知県社会保険労務士会成年後見人材養成研修講師 2/15 宮崎  

 

 

② 委員の推薦  

研修・委員会等名称 講師・委員等氏名 依頼者 

子ども家庭支援委員会におけるアドバイザー登録 鈴木(庸) 日本社会福祉士会 

子ども家庭支援員会委員 中村 日本社会福祉士会 

組織委員会委員 前田 日本社会福祉士会 

綱紀案件の不服申立にかかる特別委員 神谷 日本社会福祉士会  

愛知県教員職員免許状再授与審議会委員 鈴木(庸) 愛知県 

愛知県介護支援専門員支援会議委員 奥田 愛知県 

愛知県介護保険審査会委員 

伊藤（健）・今枝・

奥村・木全・纐纈・

杉浦・竹内・長谷川・

三浦・山下・ 

山田（規）・渡邉（亮） 

愛知県 

愛知県東三河広域連合障害支援区分認定審査会委員 
田中・柴田・木野田・

長坂・金森 
愛知県 

愛知県障害者介護給付費等及び障害児通所給付費等 

不服審査会委員 

前田・猿子・葛間・

野方 
愛知県 

成年後見制度利用促進協議会委員 近藤(芳) 愛知県 



 

愛知県いじめ問題対策委員会委員 鈴木(庸) 愛知県  

愛知県福祉人材センター運営委員会委員 前田 愛知県社会福祉協議会 

愛知県社会福祉協議会運営適正化委員会委員 鎌田 愛知県社会福祉協議会 

成年後見制度企画推進会議委員 近藤（芳） 愛知県社会福祉協議会   

日常生活自立支援事業契約締結審査会委員 神谷、工藤 愛知県社会福祉協議会  

名古屋市再犯防止推進会議への構成員 神谷 名古屋市 

名古屋市障害支援区分認定等審査会委員 
渡邉 

小野寺（由） 
名古屋市  

名古屋市いじめ対策検討会議委員 中村 名古屋市 

障害福祉計画・障害児福祉計画専門部会の委員 逆瀬川 名古屋市 

令和8年度介護認定審査会委員 鴨井、山岸 名古屋市 

名古屋市権利擁護支援協議会委員 近藤(芳) 名古屋市社会福祉協議会 

市民後見人サポート委員会及び後見人候補者調整委員

会、法人後見受任調整委員会委員 
近藤(芳) 名古屋市社会福祉協議会 

なごやかエンディングサポート事業審査会委員 纐纈 名古屋市社会福祉協議会 

名古屋市あんしんエンディングサポート事業審査会及

び懇談会委員 
纐纈 名古屋市社会福祉協議会 

権利擁護事業運営委員会委員 纐纈 名古屋市社会福祉協議会 

福祉サービス苦情相談事業における苦情調整委員（福

祉サービスにおける第三者委員） 
奥田 名古屋市社会福祉協議会 

特定非営利活動法人尾張北部権利擁護支援センター適

正運営委員会委員ならびに成年後見人受任候補者調整

委員会委員 

坂本・奥村 尾張北部権利擁護支援センター 

尾張北部権利擁護支援センター地域連携ネットワーク

協議会委員 
纐纈 尾張北部権利擁護支援センター 

尾張東部圏域成年後見制度利用促進計画進行管理推進

委員会委員 
近藤(芳) 尾張東部権利擁護支援センター 

尾張東部権利擁護支援センター適正運営委員会委員 尾関 宮崎 尾張東部権利擁護支援センター 

尾張東部圏域における市民後見推進検討委員会 尾関 尾張東部権利擁護支援センター 

海部南部権利擁護支援センター 

適正運営委員会委員候補者 

黒田 

近藤(芳) 
海部南部権利擁護支援センター 

知多地域権利擁護支援センター運営適正化委員 渡久地 知多地域権利擁護支援センター 

第2期知多地域成年後見制度利用促進計画推進委員

会 
渡久地 知多地域権利擁護支援センター 

知多地域権利擁護支援センター第2期知多地域成年

後見制度利用促進計画策定委員会委員 
渡久地 知多地域権利擁護支援センター  



 

京都市いじめ問題調査委員会の委員推薦 鈴木(庸) 京都市 

北名古屋市権利擁護センターにおける権利擁護ケース

検討会議等の委員 
内園 北名古屋市 

いじめ防止対策推進法を踏まえた組織等の設置に関す

る委員 
鈴木（薫） 東郷町 

刈谷市権利擁護支援推進協議会委員 鬼頭 刈谷市 

みよし市空家等対策協議会委員 寺澤 みよし市 

みよし市成年後見支援センター顧問社会福祉士 田中（伸） みよし市  

みよし市成年後見支援ネットワーク会議アドバイザー 田中（伸） みよし市  

みよし市災害弔慰金等支給審査会委員 森内 みよし市  

いじめ問題対策委員会委員 宮崎 大口町 

いじめ問題調査委員会委員 田中（み） 大口町 

幸田町成年後見支援センター運営委員会委員 工藤 幸田町社会福祉協議会 

蒲郡市成年後見センター運営委員 三浦 蒲郡市社協 

いじめ防止対策推進法を踏まえた組織等の設置に関す

る委員 
三浦 蒲郡市 

岡崎市いじめ問題対策委員会委員 今西 岡崎市 

岡崎市成年後見制度受任調整会議委員 前本 岡崎市社会福祉協議会岡崎市成年後見センター 

教育課程編成委員会委員 高橋 学校法人セムイ学園 

春日井市いじめ問題対策委員会委員 纐纈 春日井市 

春日井市市民後見人サポート委員会委員 守屋 春日井市社会福祉協議会 

春日井市権利擁護連絡会議委員 猿子 春日井市 

豊山町成年後見センター運営協議会の委員 奥村 豊山町 

津島市成年後見制度利用促進協議会委員 弘田 津島市 

常滑市空家等対策協議会委員 新渡戸 常滑市 

大府市成年後見制度利用促進審議会委員 大林 大府市 

障害者介護給付認定審査会委員 葛間 東海市 



 

児童生徒の自殺背景詳細調査委員会委員 杉原 半田市  

障がい支援区分認定審査会委員 小藤 半田市 

成年後見支援事業運営委員及び安城市後見支援センタ

ー運営協議会委員 
神谷 安城市社会福祉協議会 

碧南市成年後見制度連携協議会運営委 鬼頭 碧南市社会福祉協議会 

碧南市社会福祉協議会碧南市成年後見支援センター運

営委員 
鬼頭 碧南市社会福祉協議会 

豊橋市成年後見支援センター受任調整会議委員 三浦 豊橋市社会福祉協議会豊橋市成年後見支援センター 

豊田市成年後見・法福連携推進協議会 工藤 豊田市 

豊田市再犯防止協議会委員 中野 豊田市 

豊田市成年後見支援センターアドバイザー 髙橋(邦) 豊田市社会福祉協議会 

豊川市成年後見支援センター運営委員会 三浦 豊川市社会福祉協議会 

新城市権利擁護支援センター運営委委員会委 工藤 新城市社会福祉協議会 

新城市権利擁護支援センター支援検討委員 伏木 新城市社会福祉協議会 

「あんきにしんしろサポート事業」審査会委員 伏木 新城市社会福祉協議会 

愛西市権利擁護支援センター検討委員会 黒田 愛西市社会福祉協議会 

愛西市権利擁護支援連携協議会委員 黒田 愛西市 

弥富市いじめ問題調査委員会委員 森内 弥富市 

小牧市介護保険地域密着型サービス運営委員会委員 安藤 小牧市 

小牧市地域包括支援センター運営協議会委員 田中（秀） 小牧市 

清須市成年後見支援センター支援検討会議委員 弘田 清須市社会福祉協議会 

清須市成年後見支援センター運営協議会委員 柘植 清須市 

一宮市成年後見支援センター運営協議会委員 近藤（芳） 一宮市 

一宮市成年後見支援制度利用支援検討会委員 
宮下 

加藤 
一宮市社会福祉協議会 

成年後見連携協議会委員 内園 稲沢市 

成年後見センター定例会委員 鎌田 稲沢市 

障害者自立支援認定審査会委員 山下 稲沢市 

 

 

 



 

（２）公的機関等の会議へ出席  
 

研修・委員会等名称 実施日 出席者氏名 備 考 

社会を明るくする運動愛知県推進委員会（再掲） 5/22 事務局長 愛知県芸術文化センター 

令和７年度愛知県認知症施策推進会議 8/27  3/5 塚本 オンラインにて 

愛知県被害者支援連絡協議会 

被害者支援活動推進検討会 

「社会福祉士向け犯罪被害者等支援を学ぶ会 

（愛知県主催） 

4/18(総会) 

7/30 11/28 2/20 

6/15 

事務局長 

事務局長  

リーガルソーシャル

ワーク委員会委員長 

委員有志 

愛知県公館 

愛知県図書館 

伏見ライフプラザ 

令和７年度愛知県福祉サービス第三者評価機関

連絡会議 
6/26 3/16 杉谷 黒田 オンライン(Zoom) 

寄り添い弁護士制度による社会復帰支援事業検

討委員会 
7/4 1/19 事務局長 アイリス愛知 

愛知県福祉人材センター運営委員会 2/25 前田 愛知県社会福祉会館 

家庭裁判所との懇談会 6/24 11/27 関係委員 名古屋家庭裁判所 

成年後見利用促進に関する三士会 

打合せ（再掲） 

5/26  8/19 11/6 

2/5 

成年後見委員・愛知

県弁護士会・愛知県

司法書士会・ 

Zoom  愛知県弁護士会

館。自治体アンケート（作

成協議並びに自治体発送・

集計） 

 

（３）後援等  

後援名義使用団体 実施日 研修等名称 備 考 

あいち高次脳機能障害リハビリテーション講習会

実行委員会 
11/16  

あいち高次脳機能障害リハビリテー

ション講習会 

名古屋市立大学病院 

病棟・中央診療棟3階大ホ

ール 

愛知県精神保健福祉士協会 1/18  
第28回「あした天気にな～れ」～

誰もが安心して暮らせる街づくり～ 

愛知県女性総合センター

及びオンライン 

愛知県医療ソーシャルワーカー協会 2/21 

第20回愛知県医療ソーシャルワー

ク学会 

人と地域をつなぐMSWの力 

穂の国とよはし芸術劇場

PLAT 

株式会社コングレ中部支社（学術総会運営事務局） 
2026/5

/29 

第28回医療マネジメント学会学術

総会 
ポートメッセなごや 

豊田市社会福祉協議会 
5/23 

より 

令和8年度とよた市民後見人養成講

座 
豊田市福祉センター 

一般社団法人 日本介護支援専門員協会 
2026/2

/11 

令和7年度 東海ブロック研修会 in

愛知 
ウインクあいち 

医療法人財団善常会（事務局） 
2026/5

/15・16 

第52回全国デイ・ケア研究大会

2026 inあいち 
ウインクあいち 

一般社団法人福祉評価推進事業団 10/22 第9回あいち介護サービス対象 オアシス21銀河の広場 

愛知県医療療育総合支援センター 12/14 
あいち小児在宅医療・福祉・教育研

究会 

名古屋大学医学部付属病

院 中央診療棟 

 


